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①HPLCによる精製を行い、7.27 mg/ml,280 μlの 
タンパク質溶液を得た。また、タンパク質溶液に 
おいて、酵素活性を確認することができた。     




実験を行う必要がある。                   図1 StPurAの結晶 
(2)GkPurM                    
構造精密化を行い、最終的なR値は0.24であった。 
 
